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1. はじめに 
その３では，図 1 に示す伊勢湾沿岸地点及び三の丸波
計算地点（SMRNGY）において，擬似経験的グリーン関
数法を適用した強震動予測結果について述べる。 

 
図 1 計算地点（●）と推定に用いた地震観測地点
（■）の分布（コンター：地震基盤上面深度[m]） 

2. 想定地震及び要素地震，計算地点の概要 
図 2に想定東海・東南海地震（Mw：8.3）の震源域を示
す。震源モデルは三の丸波に用いられたモデル 1)を用いた。

擬似経験的グリーン関数に用いる地震は，その２で用い

た Eqk.1の他，図 2に震央位置を示す Eqk.3～Eqk.5の計 4
地震である。表 1に Eqk.3～Eqk.5の震源特性を示す。 

 
図 2 想定地震の震源域 1)及び要素地震の震央位置 

表 1（1）Eqk.3の震源特性 
日時 Lon(°) Lat(°) 深さ(km) Mj 

2001.02.23 07:23 137.5 34.8 32.00 5.3 
走向(°) 傾斜(°) すべり角(°) Mo(Nm) ﾗｲｽﾞﾀｲﾑ(sec)

195 62 -34 2.43E+16 0.3 

表 1（2）Eqk.4の震源特性 
日時 Lon(°) Lat(°) 深さ(km) Mj 

2001.04.03 23:57 138.1 35.0 35.00 5.3 
走向(°) 傾斜(°) すべり角(°) Mo(Nm) ﾗｲｽﾞﾀｲﾑ(sec)

214 66 -62 8.17E+16 0.7 

表 1（3）Eqk.5の震源特性 
日時 Lon(°) Lat(°) 深さ(km) Mj 

2004.01.06 14:50 136.7 34.2 38.00 5.4 
走向(°) 傾斜(°) すべり角(°) Mo(Nm) ﾗｲｽﾞﾀｲﾑ(sec)

201 60 5 6.74E+16 0.9 

3. 擬似経験的グリーン関数法による波形推定 
図 3 に計算地点のうち地震観測記録のある CEPHEK，

CEPKWG において擬似経験的グリーン関数法による推定
波形と観測波形及び 3 次元有限差分法による計算波形と
の比較例を示す。図 3 より，Eqk.1 では差分法による計算
波形は観測波形より小さいゆれが得られたが，擬似経験

的グリーン関数法による推定波形の CEPHEK 及び

CEPKWG の振幅レベルは差分法による計算波形から改善
されており，擬似経験的グリーン関数法の妥当性を確認

できた．図 4 に，擬似経験的グリーン関数法による推定
波形の最大速度（周期 1～5 秒）を佐藤・他（1993）の東
京における長周期地震動の距離減衰式 2)と比較して示す．

図 4 より，Eqk.1 及び Eqk.4 では，距離減衰式に比べ大き
くばらついている．このため，地震記録の収録の制約の

ない地点では，基本として東南海地震の震源域に対して

は Eqk.5，東海地震の震源域に対しては Eqk.3 を要素地震
波として選定した． 
4. 強震動予測結果 
各計算地点に対して求めた長周期の推定波形に対して

波形合成法 3)を適用した。なお短周期域は統計的グリーン

関数法を用いてハイブリッド合成を行った。図 5 に強震
動予測結果の例として加速度波形と擬似速度応答スペク

トルを三の丸波と比較して示す．SMRNGY では三の丸波
と同等，地震基盤上面が約 2km に及ぶ CEPKWG，震源距
離の短い CEPHEK では長周期において三の丸波より応答
が大きい結果となった。 
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5. まとめ 
伊勢湾沿岸地点において擬似経験的グリーン関数法を

用いた強震動予測を行った。長周期においては三の丸波

と同等以上の地震動が予測された。 
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擬似経験的グリーン関数法による推定波形　　　　　　　　　　　地震観測記録　　　　　　　　　　　3次元有限差分法  
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図 3 擬似経験的グリーン関数法による推定波形と地震記録及び差分法による計算波形との比較例 
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図 4 推定波形の最大速度（周期 1～5秒）と距離減衰式 2)の比較（Transverse成分の例） 
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図 5 強震動予測結果の例（左：加速度波形，中：速度波形，右：擬似速度応答スペクトル（h=5%）） 
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